
給付対象者
　基準日（平成２６年１月１日）に市の住民基本台帳に登
録され、平成２６年度の市民税（均等割）が課税されて
いない方。
※�ただし、ご自身を扶養している方が課税されている
場合や、生活保護制度の被保護者となっている場合
は給付対象となりません。

申請方法
◎申請・受付場所
社会福祉課、市民窓口センター、各地域市民センター
◎申請期間
７月１４日（月）～１２月１９日（金）
◎申請に必要な書類など
◦甲賀市臨時福祉給付金申請書（請求書）
※�支給対象者となる可能性のある方には後日郵送
いたします。

◦本人確認ができる書類
　住民基本台帳カード、運転免許証、旅券（パス
ポート）の写し　など
◦口座が確認できる書類
　金融機関名、口座番号、口座名義人（カナ）がわ
かる通帳やキャッシュカードの写し
◦印鑑
◦加算関係確認書類（該当の方のみ）

給付額
　給付対象者１人につき１０，０００円
※�給付対象者の中で下記に該当する方は、５，０００円が
加算されます。
◦�老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金の
受給者など
◦�児童扶養手当、特別児童扶養手当、特別障害者
手当等の受給者など

（複数の手当等を受給していても、加算額は１人につ
き５，０００円が上限となります）

臨時福祉給付金のご案内
　本年４月からの消費税８％への引き上げに伴い、暫定的・臨時的な措置として臨時福祉給付金を給付します。

■�市や厚生労働省の職員がATM（銀行・コンビ
ニなどの現金自動預け払い機）の操作をお願
いすることは、絶対にありません。
■ �ATMを自分で操作して、他人からお金を振り
込んでもらうことは絶対にできません。

■�市や厚生労働省の職員が臨時福祉給付金を支
給するために、手数料などの振込を求めること
は絶対にありません。
　ご自宅や職場などに市や厚生労働省の職員を
かたった電話がかかってきたり、郵便が届いたら、
迷わず市社会福祉課や最寄りの警察署、または
警察相談専用電話（＃９１１０）にご連絡ください。

「臨時福祉給付金」を装った詐欺に
ご注意ください !!
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受章おめでとうございます 平成２６年春の叙勲、第２２回危険業務従事者
叙勲で市内から次の 6人が受章されました。

春の叙勲

危険業務従事者叙勲

危険業務従事者叙勲

春の叙勲

危険業務従事者叙勲

危険業務従事者叙勲
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　昭和６３年から通算５期約１６年間に
わたり、水口町議会議員として住民福
祉の向上や地方自治の振興に尽力さ
れました。
　また平成１６年１０月の市制施行後
は、２期約５年間にわたり甲賀市議会

議員として総務常任委員長や監査委員を歴任され、
市政の発展に大きく貢献されました。

　昭和４０年に滋賀県警察巡査を拝命
以来、３７年間にわたり警察職務に精
励され、高速警察隊や水口警察署（現・
甲賀警察署）などで主に交通警察部
門を担当されました。
　日々発生する交通事故事件の捜査、

悪質な交通違反の取り締まりや啓発活動に精力的に
取り組まれ、交通事故の抑止に貢献されました。

　昭和４８年に消防士を拝命以来、主
に警防・予防業務に精励し、未曽有の
火災事故では、高い使命感と沈着冷
静な判断で対応し、各方面から高い評
価を受けられました。
　また、通信指令室長として平成１２

年に導入された消防緊急通信指令システムの構築に
尽力。迅速な出動体制を整え、今日の甲賀広域消
防の礎を築かれました。

　昭和６０年に株式会社村中に入社以
来、主にダム工事を専門とし、蔵王ダ
ム（日野町）をはじめ各地のダム建設
工事や、平成２2年に竣工した野洲川
ダム改修工事などの現場責任者を務
められました。

　事業調整や工事にかかるトラブル防止などに尽力
され、安全で確実な公共事業の推進に貢献されまし
た。

　昭和４１年に大阪府警察巡査を拝命
以来、３６年間にわたり府内警察署に
おいて交通警察部門を中心に活躍さ
れました。
　この間、パトカー乗務員として事件
事故などの現場にいち早く到着し、犯

罪の検挙に努められたほか、交通規制課では、豊富
な専門知識をもって交通規制業務に取り組み、事故
が起こらない円滑な交通に向け尽力されました。

　昭和４８年に消防士を拝命され、消
防本部初となる大型車両の導入や警
防計画の作成に取り組まれたほか、通
信指令業務に精励されました。
　特に通信指令システムの更新に際し
ては中心的役割を担うとともに、聴覚

障がい者や一人暮らしの高齢者の通報手段を整える
など充実を図り、初動体制の確立に尽力されました。

　子育て世帯臨時特例給付金のご案内については、
広報あいこうか７月１日号でお知らせします。
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